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編 集 後 記

『国際交流基金日本語教育紀要』第１０号には計２５本の投稿があり、厳正な審査の結果、研究
ノート２本、実践報告７本、報告１本、計１０本が採用されました。
投稿された２５本のうち、１５本が実践報告でした。編集委員会では「現場の実情に即した報告
が多く非常に興味深い」「国内では得られない体験や知見を共有でき意義深い」など、投稿論
文の内容の多様性、可能性、発展性に関するコメントが多く出されました。
国際交流基金の「２０１２年度日本語教育機関調査」によれば、世界の１３６の国や地域の１６，０４６
機関で、６３，８０５人の教師が日本語を教え、３，９８５，６６９人の学習者が学んでいます。この多くの
現場で、実にさまざまな教育が実践されていることは、容易に想像できます。では、私たちは
その海外の日本語教育現場でどのような問題が起こり、またどのような工夫や挑戦がなされて
いるのか、充分な知識を持っているでしょうか。本紀要に掲載された１０本の論文は、私たちが
普段なかなか知ることができない教育現場での実践について、非常に貴重で示唆に富んだ情報
や考察を伝えてくれます。
現場から乖離することなく丁寧に実践を伝えるためには、その現場の情況をわかりやすく説
明することが肝要です。執筆者を含めその現場のことをよく知る人には当然の情報であっても、
多くの読者にとっては、それは新しく、時には複雑なものであるかもしれません。研究課題や
報告対象の背景をわかりやすく説明し、その実践や調査がなぜ必要なのかを明記し、どうして
そう考えられるのか、考察や結論の根拠を明らかにすることが求められます。今回、惜しくも
採用に至らなかった論文や報告は、その点が今一つ充分ではなかったということだと思います。
『国際交流基金日本語教育紀要』が海外の日本語教育に興味関心を持つ多くの読者にとって、
「現場に即した」、丁寧で示唆に富む内容を伝え続けられるよう、今後も皆さんとともに努力
してまいりたいと思います。

木 谷 直 之（『国際交流基金日本語教育紀要』編集委員長）
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